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研究内容
の充実

豊富な実験や調査等
を行い，多彩な資料，
データなどを調べ，粘
り強く研究を行ってい
る。

概ね十分な実験や調
査等を行い，資料や
データなどもほぼ不
足がない。

実験や調査等がやや
不足し，資料やデータ
などもやや不十分で
ある。

実験や調査等が不足
し，資料やデータなど
も非常に少ない。

　（Ｇ） A B C D

研究の
創意工夫

先行研究等を調査
し，検証可能な仮説
を導き出し，検証方法
や実験などに創意工
夫を凝らしている。

先行研究等を調査
し，検証方法や実験
などで創意工夫を
行っている。

先行研究等の調査や
創意工夫がやや不十
分である。

先行研究等の調査が
なく創意工夫が見ら
れない。

（Ｖ） A B C D

研究の
論理性

研究目的に即した適切
な実験や調査等を行
い，豊富な資料やデー
タなどの研究結果に基
づいた論理的な分析や
優れた考察がなされて
いる。

適切な実験や調査等を
行い，資料やデータな
どの研究結果に基づい
た適切な分析や考察が
なされている。

実験や調査等の内容，
資料やデータなどの分
析にやや難がある。研
究目的と結果，考察と
の関連がやや不十分
である。

実験や調査等が不適
切で，資料やデータな
どの分析と考察も不足
している。

　（Ｒ） A B C D

研究発表
における
表現力

見やすい資料と分かり
やすい説明であり，自
信を持って堂々と聞き
手とアイコンタクトをとり
ながら適切なスピード
で資料を見ることなく発
表できている。

資料と説明は概ね分か
りやすく，手元の資料を
ほとんど見ることなく適
切に発表できている。

資料や説明にやや分
かりにくい点があった
り，手元の資料を頻繁
に見ながら発表してい
る。

資料や説明が分かりに
くく，原稿を読みながら
発表している。

A B C D

研究の
理解度

質疑に対して分かりや
すく的確な応答ができ
るなど，自分たちの研
究内容をよく把握し理
解している。

質疑に対して適切な応
答ができるなど，自分
たちの研究内容を概ね
把握・理解できている。

質疑に対し適切な応答
ができないなど，自分
たちの研究に対する把
握や理解がやや不十
分である。

質疑に応答できないな
ど，自分たちの研究内
容を把握・理解できて
いない。

A B C D
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